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(57)【要約】
【課題】１台の超音波診断装置本体ユニットを複数の操
作ユニットで操作可能にする。
【解決手段】複数の操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０
ｃからの操作指示を無線で本体ユニット２０に送ると、
本体ユニット２０は操作指示に従って超音波診断装置１
０１の機能を働かせる。
【効果】例えば患者の近くに位置するソノグラファーと
やや離れて位置するドクターとが実質的に同時に超音波
診断装置１０１を操作でき、ソノグラファーをドクター
が実地教育するのに有用である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
別体の操作ユニットと無線通信するための本体無線通信手段と、前記本体無線通信手段を
介して複数の操作ユニットからの操作指示を受け付け該操作指示に従って超音波診断装置
の機能を働かせる本体制御手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置本体ユニッ
ト。
【請求項２】
請求項１に記載の超音波診断装置本体ユニットにおいて、操作指示を受け付ける操作ユニ
ットを限定するための操作ユニット限定手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置
本体ユニット。
【請求項３】
請求項２に記載の超音波診断装置本体ユニットにおいて、操作指示を受け付ける操作ユニ
ットを表示するための操作ユニット表示手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置
本体ユニット。
【請求項４】
請求項２または請求項３に記載の超音波診断装置本体ユニットにおいて、操作指示を受け
付ける操作ユニットの限定を解除するための操作ユニット限定解除手段を具備したことを
特徴とする超音波診断装置本体ユニット。
【請求項５】
請求項１から請求項４のいずれかに記載の超音波診断装置本体ユニットと、前記本体ユニ
ットとは別体の複数の操作ユニットとを具備してなり、前記各操作ユニットは、前記本体
ユニットと無線通信するための操作無線通信手段と、前記本体ユニットに対する操作指示
を操作者が入力するための操作手段と、前記操作無線通信手段を介して前記本体ユニット
へ前記操作指示を送り出す操作制御部とを具備してなることを特徴とする超音波診断装置
。
【請求項６】
別体の操作ユニットと無線通信するための本体無線通信手段と、前記本体無線通信手段を
介して複数の操作ユニットからの操作指示を受け付け該操作指示に従って超音波診断装置
の機能を働かせると共に複数の操作ユニットへ表示データを送り出す本体制御手段とを具
備したことを特徴とする超音波診断装置本体ユニット。
【請求項７】
請求項６に記載の超音波診断装置本体ユニットにおいて、操作指示を受け付ける操作ユニ
ットを限定するための操作ユニット限定手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置
本体ユニット。
【請求項８】
請求項７に記載の超音波診断装置本体ユニットにおいて、操作指示を受け付ける操作ユニ
ットを表示するための操作ユニット表示手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置
本体ユニット。
【請求項９】
請求項７または請求項８に記載の超音波診断装置本体ユニットにおいて、操作指示を受け
付ける操作ユニットの限定を解除するための操作ユニット限定解除手段を具備したことを
特徴とする超音波診断装置本体ユニット。
【請求項１０】
請求項６から請求項９のいずれかに記載の超音波診断装置本体ユニットと、前記本体ユニ
ットとは別体の複数の操作ユニットとを具備してなり、前記各操作ユニットは、前記本体
ユニットと無線通信するための操作無線通信手段と、前記本体ユニットに対する操作指示
を操作者が入力するための操作手段と、前記操作無線通信手段を介して前記本体ユニット
へ前記操作指示を送り出すと共に前記本体ユニットからの表示データを受け付ける操作制
御部と、前記表示データに基づく表示を行う表示手段とを具備してなることを特徴とする
超音波診断装置。
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【請求項１１】
別体の超音波診断装置本体ユニットと無線通信するための操作無線通信手段と、複数の超
音波診断装置の本体ユニットの中の一つを操作者が指定すると共に当該本体ユニットに対
する操作指示を操作者が入力するための操作手段と、前記操作無線通信手段を介して前記
指定された本体ユニットへ前記操作指示を送り出す操作制御部とを具備したことを特徴と
する操作ユニット。
【請求項１２】
請求項１１に記載の操作ユニットにおいて、前記操作指示の送出先として指定中の本体ユ
ニットを表示するための指定装置表示手段を具備したことを特徴とする操作ユニット。
【請求項１３】
請求項１１または請求項１２に記載の操作ユニットと、前記操作ユニットとは別体の複数
の超音波診断装置本体ユニットとを具備してなり、前記各超音波診断装置本体ユニットは
、前記操作ユニットと無線通信するための本体無線通信手段と、前記本体無線通信手段を
介して前記操作ユニットからの操作指示を受け付け該操作指示に従って超音波診断装置の
機能を働かせる本体制御手段とを具備してなることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１４】
別体の超音波診断装置本体ユニットと無線通信するための操作無線通信手段と、複数の超
音波診断装置本体ユニットの中の一つを操作者が指定すると共に当該本体ユニットに対す
る操作指示を操作者が入力するための操作手段と、前記操作無線通信手段を介して前記指
定された本体ユニットへ前記操作指示を送り出すと共に前記指定された本体ユニットから
の表示データを受け付ける操作制御部と、前記表示データに基づく表示を行う表示手段と
を具備したことを特徴とする操作ユニット。
【請求項１５】
請求項１４に記載の操作ユニットにおいて、前記操作指示の送出先として指定中の本体ユ
ニットを表示するための指定装置表示手段を具備したことを特徴とする操作ユニット。
【請求項１６】
請求項１４または請求項１５に記載の操作ユニットと、前記操作ユニットとは別体の複数
の超音波診断装置本体ユニットとを具備してなり、前記各超音波診断装置本体ユニットは
、前記操作ユニットと無線通信するための本体無線通信手段と、前記本体無線通信手段を
介して前記操作ユニットからの操作指示を受け付け該操作指示に従って超音波診断装置の
機能を働かせると共に前記操作ユニットへ表示データを送り出す本体制御手段とを具備し
てなることを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置本体ユニット、操作ユニットおよび超音波診断装置に関し、
さらに詳しくは、１台の超音波診断装置本体ユニットを複数の操作ユニットで操作可能な
超音波診断装置本体ユニット、操作ユニットおよび超音波診断装置、並びに、複数台の超
音波診断装置本体ユニットを１台の操作ユニットで操作可能な超音波診断装置本体ユニッ
ト、操作ユニットおよび超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、操作ユニットから無線通信によって超音波診断装置本体ユニットを操作しうる超
音波診断装置が知られている（例えば、特許文献１、２参照。）。
【特許文献１】特開２００２－０８５４０５号公報
【特許文献２】特開２００３－１５３９０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　例えばソノグラファー（被検体を超音波で走査する作業を行う人）をドクターが実地教
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育する場合、患者の近くに位置するソノグラファーとやや離れて位置するドクターとが実
質的に同時に超音波診断装置本体ユニットを操作できるのが好ましい。
　また、例えば複数の患者を一人のドクターが実質的に同時に超音波診断する場合、患者
毎に超音波診断装置本体ユニットとソノグラファーを配置し、それら複数の超音波診断装
置本体ユニットを一人のドクターが実質的に同時に操作できるのが好ましい。
　しかし、上記従来の超音波診断装置では、操作ユニットと超音波診断装置本体ユニット
が１対１であったため、上記のような場合に対応できない問題点があった。
　そこで、本発明の目的は、１台の超音波診断装置本体ユニットを複数の操作ユニットで
操作可能な超音波診断装置本体ユニット、操作ユニットおよび超音波診断装置、並びに、
複数台の超音波診断装置本体ユニットを１台の操作ユニットで操作可能な超音波診断装置
本体ユニット、操作ユニットおよび超音波診断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の観点では、本発明は、別体の操作ユニットと無線通信するための本体無線通信手
段と、前記本体無線通信手段を介して複数の操作ユニットからの操作指示を受け付け該操
作指示に従って超音波診断装置の機能を働かせる本体制御手段とを具備したことを特徴と
する超音波診断装置本体ユニットを提供する。
　上記第１の観点による超音波診断装置本体ユニットでは、本体無線通信手段を介して複
数の操作ユニットからの操作指示を受け付け、該操作指示に従って超音波診断装置の機能
を働かせるから、例えば患者の近くに位置するソノグラファーとやや離れて位置するドク
ターとが実質的に同時に超音波診断装置本体ユニットを操作でき、ソノグラファーをドク
ターが実地教育するのに有用である。
　なお、無線通信とは、例えば電波による通信または赤外光による通信である。
【０００５】
　第２の観点では、本発明は、前記第１の観点による超音波診断装置本体ユニットにおい
て、操作指示を受け付ける操作ユニットを限定するための操作ユニット限定手段を具備し
たことを特徴とする超音波診断装置本体ユニットを提供する。
　上記第２の観点による超音波診断装置本体ユニットでは、操作指示を受け付ける操作ユ
ニットを限定することが出来るため、誤操作の発生を抑制できる。
【０００６】
　第３の観点では、本発明は、前記第２の観点による超音波診断装置本体ユニットにおい
て、操作指示を受け付ける操作ユニットを表示するための操作ユニット表示手段を具備し
たことを特徴とする超音波診断装置本体ユニットを提供する。
　上記第３の観点による超音波診断装置本体ユニットでは、操作指示を受け付ける操作ユ
ニットが表示されるため、どの操作ユニットがアクティブかを視認できる。
【０００７】
　第４の観点では、本発明は、前記第２または前記第３の観点による超音波診断装置本体
ユニットにおいて、操作指示を受け付ける操作ユニットの限定を解除するための操作ユニ
ット限定解除手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置本体ユニットを提供する。
　上記第４の観点による超音波診断装置本体ユニットでは、全ての操作ユニットで操作が
できなくなった場合に限定を解除することで、どの操作ユニットでも操作可能になる。
【０００８】
　第５の観点では、本発明は、前記第１から前記第４のいずれかの観点による超音波診断
装置本体ユニットと、前記本体ユニットとは別体の複数の操作ユニットとを具備してなり
、前記各操作ユニットは、前記本体ユニットと無線通信するための操作無線通信手段と、
前記本体ユニットに対する操作指示を操作者が入力するための操作手段と、前記操作無線
通信手段を介して前記本体ユニットへ前記操作指示を送り出す操作制御部とを具備してな
ることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第５の観点による超音波診断装置では、複数の操作ユニットからの操作指示に従っ
て超音波診断装置の機能を働かせることが出来るから、例えば患者の近くに位置するソノ
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グラファーとやや離れて位置するドクターとが実質的に同時に超音波診断装置を操作でき
、ソノグラファーをドクターが実地教育するのに有用である。
【０００９】
　第６の観点では、本発明は、別体の操作ユニットと無線通信するための本体無線通信手
段と、前記本体無線通信手段を介して複数の操作ユニットからの操作指示を受け付け該操
作指示に従って超音波診断装置の機能を働かせると共に複数の操作ユニットへ表示データ
を送り出す本体制御手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置本体ユニットを提
供する。
　上記第６の観点による超音波診断装置本体ユニットでは、本体無線通信手段を介して複
数の操作ユニットからの操作指示を受け付け、該操作指示に従って超音波診断装置の機能
を働かせるから、例えば患者の近くに位置するソノグラファーとやや離れて位置するドク
ターとが実質的に同時に超音波診断装置本体ユニットを操作でき、ソノグラファーをドク
ターが実地教育するのに有用である。また、操作ユニットへ表示データを送り出すから、
操作ユニット側で操作内容や操作結果を表示することが出来る。
【００１０】
　第７の観点では、本発明は、前記第６の観点による超音波診断装置本体ユニットにおい
て、操作指示を受け付ける操作ユニットを限定するための操作ユニット限定手段を具備し
たことを特徴とする超音波診断装置本体ユニットを提供する。
　上記第７の観点による超音波診断装置本体ユニットでは、操作指示を受け付ける操作ユ
ニットを限定することが出来るため、誤操作の発生を抑制できる。
【００１１】
　第８の観点では、本発明は、前記第７の観点による超音波診断装置本体ユニットにおい
て、操作指示を受け付ける操作ユニットを表示するための操作ユニット表示手段を具備し
たことを特徴とする超音波診断装置本体ユニットを提供する。
　上記第８の観点による超音波診断装置本体ユニットでは、操作指示を受け付ける操作ユ
ニットが表示されるため、どの操作ユニットがアクティブかを視認できる。
【００１２】
　第９の観点では、本発明は、前記第７または前記第８の観点による超音波診断装置本体
ユニットにおいて、操作指示を受け付ける操作ユニットの限定を解除するための操作ユニ
ット限定解除手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置本体ユニットを提供する。
　上記第９の観点による超音波診断装置本体ユニットでは、全ての操作ユニットで操作が
できなくなった場合に限定を解除することで、どの操作ユニットでも操作可能になる。
【００１３】
　第１０の観点では、本発明は、前記第６から前記第９のいずれかの観点による超音波診
断装置本体ユニットと、前記本体ユニットとは別体の複数の操作ユニットとを具備してな
り、前記各操作ユニットは、前記本体ユニットと無線通信するための操作無線通信手段と
、前記本体ユニットに対する操作指示を操作者が入力するための操作手段と、前記操作無
線通信手段を介して前記本体ユニットへ前記操作指示を送り出すと共に前記本体ユニット
からの表示データを受け付ける操作制御部と、前記表示データに基づく表示を行う表示手
段とを具備してなることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第１０の観点による超音波診断装置では、複数の操作ユニットからの操作指示に従
って超音波診断装置の機能を働かせることが出来るから、例えば患者の近くに位置するソ
ノグラファーとやや離れて位置するドクターとが実質的に同時に超音波診断装置を操作で
き、ソノグラファーをドクターが実地教育するのに有用である。また、操作ユニット側で
操作内容や操作結果を表示することが出来る。
【００１４】
　第１１の観点では、本発明は、別体の超音波診断装置本体ユニットと無線通信するため
の操作無線通信手段と、複数の超音波診断装置の本体ユニットの中の一つを操作者が指定
すると共に当該本体ユニットに対する操作指示を操作者が入力するための操作手段と、前
記操作無線通信手段を介して前記指定された本体ユニットへ前記操作指示を送り出す操作
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制御部とを具備したことを特徴とする操作ユニットを提供する。
　上記第１１の観点による操作ユニットでは、複数の超音波診断装置本体ユニットの中の
指定した超音波診断装置本体ユニットの機能を操作ユニットからの操作指示に従って働か
せることが出来るから、例えば患者毎に超音波診断装置本体ユニットとソノグラファーを
配置し、それら複数の超音波診断装置本体ユニットを一人のドクターが実質的に同時に操
作することで、複数の患者を一人のドクターが実質的に同時に超音波診断することが可能
になる。
【００１５】
　第１２の観点では、本発明は、前記第１１の観点による操作ユニットにおいて、前記操
作指示の送出先として指定中の本体ユニットを表示するための指定装置表示手段を具備し
たことを特徴とする操作ユニットを提供する。
　上記第１２の観点による操作ユニットでは、指定中の超音波診断装置本体ユニットが表
示されるため、どの超音波診断装置本体ユニットに対して操作ユニットがアクティブかを
視認できる。
【００１６】
　第１３の観点では、本発明は、前記第１１または前記第１２の観点による操作ユニット
と、前記操作ユニットとは別体の複数の超音波診断装置本体ユニットとを具備してなり、
前記各超音波診断装置本体ユニットは、前記操作ユニットと無線通信するための本体無線
通信手段と、前記本体無線通信手段を介して前記操作ユニットからの操作指示を受け付け
該操作指示に従って超音波診断装置の機能を働かせる本体制御手段とを具備してなること
を特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第１３の観点による超音波診断装置では、複数の超音波診断装置本体ユニットの中
の指定した超音波診断装置本体ユニットの機能を操作ユニットからの操作指示に従って働
かせることが出来るから、例えば患者毎に超音波診断装置本体ユニットとソノグラファー
を配置し、それら複数の超音波診断装置本体ユニットを一人のドクターが実質的に同時に
操作することで、複数の患者を一人のドクターが実質的に同時に超音波診断することが可
能になる。
【００１７】
　第１４の観点では、本発明は、別体の超音波診断装置本体ユニットと無線通信するため
の操作無線通信手段と、複数の超音波診断装置本体ユニットの中の一つを操作者が指定す
ると共に当該本体ユニットに対する操作指示を操作者が入力するための操作手段と、前記
操作無線通信手段を介して前記指定された本体ユニットへ前記操作指示を送り出すと共に
前記指定された本体ユニットからの表示データを受け付ける操作制御部と、前記表示デー
タに基づく表示を行う表示手段とを具備したことを特徴とする操作ユニットを提供する。
　上記第１４の観点による操作ユニットでは、複数の超音波診断装置本体ユニットの中の
指定した超音波診断装置本体ユニットの機能を操作ユニットからの操作指示に従って働か
せることが出来るから、例えば患者毎に超音波診断装置本体ユニットとソノグラファーを
配置し、それら複数の超音波診断装置本体ユニットを一人のドクターが実質的に同時に操
作することで、複数の患者を一人のドクターが実質的に同時に超音波診断することが可能
になる。また、操作ユニットへ表示データを送り出すから、操作ユニット側で操作内容や
操作結果を表示することが出来る。
【００１８】
　第１５の観点では、本発明は、前記第１４の観点による操作ユニットにおいて、前記操
作指示の送出先として指定中の本体ユニットを表示するための指定装置表示手段を具備し
たことを特徴とする操作ユニットを提供する。
　上記第１５の観点による操作ユニットでは、指定中の超音波診断装置本体ユニットが表
示されるため、どの超音波診断装置本体ユニットに対して操作ユニットがアクティブかを
視認できる。
【００１９】
　第１６の観点では、本発明は、前記第１４または前記第１５の観点による操作ユニット
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と、前記操作ユニットとは別体の複数の超音波診断装置本体ユニットとを具備してなり、
前記各超音波診断装置本体ユニットは、前記操作ユニットと無線通信するための本体無線
通信手段と、前記本体無線通信手段を介して前記操作ユニットからの操作指示を受け付け
該操作指示に従って超音波診断装置の機能を働かせると共に前記操作ユニットへ表示デー
タを送り出す本体制御手段とを具備してなることを特徴とする超音波診断装置を提供する
。
　上記第１６の観点による超音波診断装置では、複数の超音波診断装置本体ユニットの中
の指定した超音波診断装置本体ユニットの機能を操作ユニットからの操作指示に従って働
かせることが出来るから、例えば患者毎に超音波診断装置本体ユニットとソノグラファー
を配置し、それら複数の超音波診断装置本体ユニットを一人のドクターが実質的に同時に
操作することで、複数の患者を一人のドクターが実質的に同時に超音波診断することが可
能になる。また、操作ユニットへ表示データを送り出すから、操作ユニット側で操作内容
や操作結果を表示することが出来る。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の超音波診断装置本体ユニット、操作ユニットおよび超音波診断装置によれば、
１台の超音波診断装置本体ユニットを複数の操作ユニットで操作可能になる。また、複数
台の超音波診断装置本体ユニットを１台の操作ユニットで操作可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図に示す実施の形態により本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本
発明が限定されるものではない。
【実施例１】
【００２２】
　図１は、実施例１に係る超音波診断装置１０１の構成説明図である。
　この超音波診断装置１０１は、超音波プローブ１と、それぞれ別体の走査ユニット１０
と、本体ユニット２０と、表示ユニット３０と、操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０ｃと
からなっている。
【００２３】
　走査ユニット１０は、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する
送受信部１１と、本体ユニット２０と無線通信する走査無線通信部１２とを具備ししてい
る。
【００２４】
　本体ユニット２０は、走査ユニット１０と無線通信する本体無線通信部２８と、超音波
ビームで走査して得られたデータを基に超音波画像を生成する画像生成部２２と、操作者
が指示やデータを与えるための本体操作部２４と、超音波画像などを記録する記録部２５
と、本体ユニット２０の全体を制御する本体制御部２６と、操作ユニット４０ａ，４０ｂ
，４０ｃと無線通信する本体無線通信部２７と、表示ユニット３０と無線通信する本体無
線通信部２９とを具備している。
　本体制御部２６は、操作指示を受け付ける操作ユニットを限定したり限定を解除する操
作ユニット制限部２６１を含んでいる。
【００２５】
　表示ユニット３０は、本体ユニット２０と無線通信する表示無線通信部３１と、超音波
画像などを表示する表示部３２とを具備ししている。
【００２６】
　操作ユニット４０ａは、本体ユニット２０と無線通信する操作無線通信部４１ａと、操
作者が指示やデータを与えるための操作部４２ａと、操作ユニット４０ａの全体を制御す
る操作制御部４３ａとを具備している。
　操作ユニット４０ｂは、本体ユニット２０と無線通信する操作無線通信部４１ｂと、操
作者が指示やデータを与えるための操作部４２ｂと、操作ユニット４０ｂの全体を制御す
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る操作制御部４３ｂとを具備している。
　操作ユニット４０ｃは、本体ユニット２０と無線通信する操作無線通信部４１ｃと、操
作者が指示やデータを与えるための操作部４２ｃと、操作ユニット４０ｃの全体を制御す
る操作制御部４３ｃとを具備している。
【００２７】
　この超音波診断装置１０１は次のように動作する。
（１）走査ユニット１０と、本体ユニット２０と、表示ユニット３０と、操作ユニット４
０ａ，４０ｂ，４０ｃとの電源を入れると、相互間の通信を確立する。
（２）操作ユニット制限部２６１は、初期状態では操作指示を受け付ける操作ユニットを
限定しておらず、通信を確立できた全ての操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０ｃが表示部
３２に表示される。
（３）各操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０ｃを操作するソノグラファーまたはドクター
は、表示部３２を見ながら操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０ｃを操作することで、超音
波診断装置の機能を働かせることが出来る。
（４）本体操作部２４または操作操作部４３ａ，４３ｂ，４３ｃを操作することにより、
操作指示を受け付ける操作ユニットを限定することが出来る。例えば、操作ユニット４０
ａからの操作指示を受け付けないように限定すると、アクティブな操作ユニットとして操
作ユニット４０ｂ、４０ｃだけが表示部３２に表示される。
（５）誤操作により全ての操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０ｃからの操作指示を受け付
けないように限定してしまったときは、本体操作部２４を操作することで初期状態に戻す
ことが出来る。
【００２８】
　実施例１の超音波診断装置１０１によれば、複数の操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０
ｃからの操作指示に従って超音波診断装置１０１の機能を働かせることが出来るから、例
えば患者の近くに位置するソノグラファーとやや離れて位置するドクターとが実質的に同
時に超音波診断装置１０１を操作でき、ソノグラファーをドクターが実地教育するのに有
用である。
【実施例２】
【００２９】
　図２は、実施例２に係る超音波診断装置１０２の構成説明図である。
　この超音波診断装置１０２は、超音波プローブ１と、本体ユニット２０と、操作ユニッ
ト４０ａ，４０ｂ，４０ｃとからなっている。
【００３０】
　本体ユニット２０は、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する
送受信部２１と、超音波ビームで走査して得られたデータを基に超音波画像を生成する画
像生成部２２と、超音波画像などを表示する本体表示部２３と、操作者が指示やデータを
与えるための本体操作部２４と、超音波画像などを記録する記録部２５と、本体ユニット
２０の全体を制御する本体制御部２６と、操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０ｃと無線通
信する本体無線通信部２７とを具備している。
　本体制御部２６は、操作指示を受け付ける操作ユニットを限定したり限定を解除する操
作ユニット制限部２６１を含んでいる。
【００３１】
　操作ユニット４０ａは、本体ユニット２０と無線通信する操作無線通信部４１ａと、操
作者が指示やデータを与えるための操作部４２ａと、操作ユニット４０ａの全体を制御す
る操作制御部４３ａと、操作内容や操作結果を表示する操作表示部４４ａを具備している
。
　操作ユニット４０ｂは、本体ユニット２０と無線通信する操作無線通信部４１ｂと、操
作者が指示やデータを与えるための操作部４２ｂと、操作ユニット４０ｂの全体を制御す
る操作制御部４３ｂと、操作内容や操作結果を表示する操作表示部４４ｂを具備している
。
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　操作ユニット４０ｃは、本体ユニット２０と無線通信する操作無線通信部４１ｃと、操
作者が指示やデータを与えるための操作部４２ｃと、操作ユニット４０ｃの全体を制御す
る操作制御部４３ｃと、操作内容や操作結果を表示する操作表示部４４ｃを具備している
。
【００３２】
　この超音波診断装置１０２は次のように動作する。
（１）本体ユニット２０と、操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０ｃとの電源を入れると、
両者間の通信を確立する。
（２）操作ユニット制限部２６１は、初期状態では操作指示を受け付ける操作ユニットを
限定しておらず、通信を確立できた全ての操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０ｃが本体表
示部２３に表示される。また、本体制御部２６は、表示データを各操作ユニット４０ａ，
４０ｂ，４０ｃへ送る。
（３）操作表示部４４ａ，４４ｂ，４４ｃは、本体ユニット２０から送られてきた表示デ
ータを基に表示を行う。各操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０ｃを操作するソノグラファ
ーまたはドクターは、操作表示部４４ａ，４４ｂ，４４ｃを見ながら操作ユニット４０ａ
，４０ｂ，４０ｃを操作することで、超音波診断装置の機能を働かせることが出来る。
（４）本体操作部２４または操作操作部４３ａ，４３ｂ，４３ｃを操作することにより、
操作指示を受け付ける操作ユニットを限定することが出来る。例えば、操作ユニット４０
ａからの操作指示を受け付けないように限定すると、アクティブな操作ユニットとして操
作ユニット４０ｂ、４０ｃだけが本体表示部２３に表示される。また、操作ユニット４０
ａの操作表示部４４ａでは、自分がアクティブでない旨の表示がなされ、操作ユニット４
０ｂ，４０ｃの操作表示部４４ｂ，４４ｃでは各自がアクティブである旨の表示がなされ
る。
（５）誤操作により全ての操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０ｃからの操作指示を受け付
けないように限定してしまったときは、本体操作部２４を操作することで初期状態に戻す
ことが出来る。
【００３３】
　実施例２の超音波診断装置１０２によれば、複数の操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０
ｃからの操作指示に従って超音波診断装置１０２の機能を働かせることが出来るから、例
えば患者の近くに位置するソノグラファーとやや離れて位置するドクターとが実質的に同
時に超音波診断装置１０２を操作でき、ソノグラファーをドクターが実地教育するのに有
用である。また、操作ユニット４０ａ，４０ｂ，４０ｃ側で操作内容や操作結果を表示す
ることが出来る。
【実施例３】
【００３４】
　図３は、実施例３に係る超音波診断装置１０３の構成説明図である。
　この超音波診断装置１０３は、超音波プローブ１ａおよび本体ユニット２０ａと、超音
波プローブ１ｂおよび本体ユニット２０ｂと、操作ユニット４０とからなっている。
【００３５】
　本体ユニット２０ａは、超音波プローブ１ａを駆動して被検体内を超音波ビームで走査
する送受信部２１ａと、超音波ビームで走査して得られたデータを基に超音波画像を生成
する画像生成部２２ａと、超音波画像などを表示する本体表示部２３ａと、操作者が指示
やデータを与えるための本体操作部２４ａと、超音波画像などを記録する記録部２５ａと
、本体ユニット２０ａの全体を制御する本体制御部２６ａと、操作ユニット４０と無線通
信する本体無線通信部２７ａとを具備している。
【００３６】
　本体ユニット２０ｂは、超音波プローブ１ｂを駆動して被検体内を超音波ビームで走査
する送受信部２１ｂと、超音波ビームで走査して得られたデータを基に超音波画像を生成
する画像生成部２２ｂと、超音波画像などを表示する本体表示部２３ｂと、操作者が指示
やデータを与えるための本体操作部２４ｂと、超音波画像などを記録する記録部２５ｂと
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、本体ユニット２０ｂの全体を制御する本体制御部２６ｂと、操作ユニット４０と無線通
信する本体無線通信部２７ｂとを具備している。
【００３７】
　操作ユニット４０は、本体ユニット２０ａおよび２０ｂと無線通信する操作無線通信部
４１と、操作者が指示やデータを与えるための操作部４２と、操作ユニット４０の全体を
制御する操作制御部４３と、操作内容や操作結果を表示する操作表示部４４を具備してい
る。
　操作制御部４３は、操作指示の宛先の本体ユニットを限定したり限定を解除する本体ユ
ニット制限部４３１を含んでいる。
【００３８】
　この超音波診断装置１０３は次のように動作する。
（１）本体ユニット２０ａ，２０ｂと、操作ユニット４０の電源を入れると、両者間の通
信を確立する。
（２）本体ユニット制限部４３１は、初期状態では操作指示の宛先の本体ユニットを最初
に通信を確立できた本体ユニットを指定本体ユニットとしている。そして、操作表示部４
４には、通信を確立できた全ての本体ユニットのＩＤが表示されると共に現在指定中の本
体ユニットのＩＤがハイライト表示される。また、指定中の本体ユニットの本体制御部は
、表示データを操作ユニット４０へ送る。さらに、指定中の本体ユニットの本体表示部は
操作ユニット４０がアクティブである旨の表示を行い、指定中でない本体ユニットの本体
表示部は操作ユニット４０がアクティブでない旨の表示を行う。
（３）操作表示部４４は、指定中の本体ユニットから送られてきた表示データを基に表示
を行う。操作ユニット４０を操作するドクターは、操作表示部４４を見ながら操作ユニッ
ト４０を操作することで、指定の超音波診断装置の機能を働かせることが出来る。
（４）本体操作部２４ａ，２４ｂまたは操作部４２を操作することにより、操作指示の宛
先の本体ユニットを変更することが出来る。
（５）誤操作により全ての本体ユニットを操作指示の宛先から外してしまったときは、操
作部４２を操作することで初期状態に戻すことが出来る。
【００３９】
　実施例３の超音波診断装置１０３によれば、複数の超音波診断装置本体ユニット２０ａ
，２０ｂの中の指定した超音波診断装置本体ユニットの機能を操作ユニット４０からの操
作指示に従って働かせることが出来るから、例えば患者毎に超音波診断装置本体ユニット
とソノグラファーを配置し、それら複数の超音波診断装置本体ユニット２０ａ，２０ｂを
一人のドクターが実質的に同時に操作することで、複数の患者を一人のドクターが実質的
に同時に超音波診断することが可能になる。また、操作ユニット４０へ表示データを送り
出すから、操作ユニット４０側で操作内容や操作結果を表示することが出来る。
【実施例４】
【００４０】
　実施例１～実施例３を組み合わせることによって、複数の超音波診断装置本体ユニット
と複数の操作ユニットを対応させてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明の超音波診断装置本体ユニット、操作ユニットおよび超音波診断装置は、ソノグ
ラファーをドクターが実地教育する場合や、複数の患者を一人のドクターが実質的に同時
に超音波診断する場合に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】実施例１に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図２】実施例２に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図３】実施例３に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【符号の説明】
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【００４３】
　１，１ａ，１ｂ　　　　　　　超音波プローブ
　１０　　　　　　　　　　　　走査ユニット
　２０，２０ａ，２０ｂ　　　　本体ユニット
　２７，２７ａ，２７ｂ　　　　本体無線通信部
　３０　　　　　　　　　　　　表示ユニット
　４０，４０ａ～４０ｃ　　　　操作ユニット
　４１，，４１ａ～４１ｃ　　　走査無線通信部
　１０１～１０３　　　　　　　超音波診断装置

【図１】 【図２】
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【図３】
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